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別記様式(第５条関係) 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和３年 第１１回福津市教育委員会臨時会 

開 催 日 時 
午後 ６時００分から 

 令和３年９月２７日（月） 
午後 ７時４７分まで 

開 催 場 所  福津市役所 別館１階 大ホールＣＤＥ 

委 員 名 

(1) 出席委員 大嶋教育長、半澤委員、今村委員、 

       農﨑委員、青木委員 

所 管 課 職 員 職 氏 名 

水上教育部長、赤間郷育推進課長、堀田文化財課長、石

津学校教育課長、宮原教育総務課長、大庭教育総務課参

事、藤岡主幹兼指導主事、山根指導主事兼教育指導係

長、石松指導主事兼教育指導係長、笹田総務企画係長、

川上主事 

【校長先生】 

福間中学校竹原校長、福間南小学校三宅校長、福間小学

校網谷校長、津屋崎小学校有馬校長 

会

議 

議 題 

(内 容) 

・日程第１ 開会の宣言 

・日程第２ 会議録署名委員の指名について 

・日程第３ 協議 

○大規模な学校における諸課題等について 

・校長先生方と教育委員の意見交換 

（大規模な学校：福間南小学校、福間小

学校、福間中学校、津屋崎小学校） 

・日程第４ その他 

・９月の定例教育委員会の日程について 

９月２９日（水） 

午前９時３０分から 

会場：庁舎別館１階大ホールＡＢ 

・日程第５ 閉会の宣言 

公開・非公開の別 ■公開  □非公開  □一部公開 

非 公 開 の 理 由  

傍 聴 者 の 数 ０人(新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の拡大防止のため傍聴は中止) 

資 料 の 名 称  

会 議 録 の 作 成 方 針 □録音テープを使用した全文記録 
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■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

会 議 録 署 名 委 員 
大嶋教育長 

半澤委員 

そ の 他 の 必 要 事 項   

審議内容 (発言者、発言内容、審議経過、結論等) 

 大嶋教育長：それでは、会議を始める前に配付資料の確認をさせていただきま

す。 

  笹田係長：本日の配付資料は次第のほか、福津市教育懇話会から令和３年９

月１３日付でいただいた追加答申の写しと、その後ろに令和元年

度、令和２年３月１６日付でいただいている教育懇話会からの答

申の写し、そして一番後ろに、福津市教育委員会から市長へ提出

予定の申出書の「案」をお配りしております。 

 教育委員の皆様のお手元には、８月の定例会の議事録と、明後

日９月２９日の教育委員会定例会の資料をお配りしております。

以上です。 

 大嶋教育長：それでは、本日は教育委員会臨時会としております。 

 会議の実施に当たり、急な日程調整に御協力いただきありがと

うございました。また、校長先生方におかれましては大変お忙し

い中、出席いただきありがとうございます。 

 本日は大規模な学校における諸課題等について、学校現場の校

長先生方と、教育委員会、教育委員の皆様との意見交換を行いた

いと考えております。 

 緊急事態宣言下のため傍聴人はありませんが、会議録は公開す

ることとしております。 

 

１ 日程第１ 開会の宣言 

 大嶋教育長： それでは、皆さんこんにちは。 

 構成委員数５名のうち、ただいまの出席数は４名で、青木委員

が少し遅れての出席となっております。定足数に達し委員会は成

立いたしますので、令和３年第１１回福津市教育委員会臨時会を

開会いたします。直ちに会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

２ 日程第２ 会議録署名委員の指名について 

 大嶋教育長：日程第２、会議録署名委員の指名を行います。 

 福津市教育委員会会議規則第１６条の規定に基づき、会議録は

私大嶋と半澤委員で確認、署名することとします。 
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３ 日程第３ 協議 

 大嶋教育長：本日、議案はなく、協議のみとなっております。日程第３、大規

模な学校における諸課題等についてということで、協議と意見交

換を進めてまいりたいと思います。 

 水上部長より主旨を説明いたします。 

  水上部長：皆さんこんにちは。教育委員の皆様、学校長の皆様、お忙しい

中、出席いただきましてありがとうございます。本日こういった

場を設けている主旨について簡単に説明させていただきます。教

育委員の皆様には学校行事や学校訪問等で、学校現場のいろいろ

な様子を見ていただいておりご承知いただいております。今日は

こういった教育委員会会議の場で、教育委員会と校長先生方とで

意見交換をすることで、改めてになりますが、学校建設問題、過

大規模校等の状況をどのように改善していくか、今後よりよい学

校教育環境の改善に向けた取組を一歩でも二歩でも進めていけれ

ばということと、あとはやはりなかなか学校建設問題で進んでい

ない問題についてもいろいろと意見交換をさせていただきなが

ら、教育委員の皆様におかれましては、学校長のいろんな御意見

を参考に、今後の学校教育環境の改善に向けた取組を進めていき

たいと考えているところございます。 

 また、今週の水曜日に、教育委員会から市長への申出につい

て、教育委員会と市長がお話しする機会を設けておりますので、

そういった場においてもぜひ強い気持ちで学校現場の状況を述べ

ていただきたく、教育環境をよりよくするために本日実施いたし

ますので、本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 大嶋教育長：ただいま水上部長からもお話しましたように、これまでの審議の

他、本日の意見交換も踏まえたうえで、教育委員会としての方針

を定めまして、学校の教育環境の改善、そして、学校建設、大規

模校、過大規模校対策に向けての申出書を市長に市教委として提

出し、しっかりと要望していきたいと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、大規模な学校における諸課題等についてということ

で、学校現場の状況、それから懸念されていること、あるいは、

要望等について私のほうで指名させていただきますので、まず、

校長先生方から学校現場の状況をお話しいただければと思いま

す。まず、小学校からお願いしたいと思います。 

 福間南小学校の三宅校長先生よろしいでしょうか。 

  三宅校長：はい。失礼いたします。 

 現在、福間南小学校では来年度のスタートが１，６１０名とい

う推計が出ております。それで、今から申し上げますのが、新設

校建設までに５、６年はかかるということを見通して、それまで

の間の対応についてこれは早急に御検討いただきたいということ

でお話をしたいと思います。 

 子どもの教育を受ける権利が十分ではなく、学習権が保障され
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ていない可能性があります。これは、児童数に対して特別教室が

不足する状況で、体育館やプール、図書室などが、過大規模校で

あることによって十分に順番が回っておりませんので、さらなる

増改築の予算化を望みたいところです。なお、現在特別支援学級

を含んで５２学級ありますが、次年度は通常学級が２つと特別支

援学級が１つ、３学級ほど、ただ新６年生があと４名で１学級増

ということで、もしかしたら通常教室が３、２学期になりまして

２０名ほど転入者が来ていることも鑑みますと、これより増える

可能性があることも想定しておかなければならないと思っていま

す。 

 続いて、校舎の教室確保と特別教室確保のほかに教師の増員を

望みたいということで、先日大嶋教育長にもお伝えしましたが、

県や国の規定にあります養護教諭、それから、栄養教諭、事務職

員の標準の定数を鑑みまして、養護教諭県費、栄養職員の県費、

事務職員の県費の先生方の１名増員を強く求めたいです。また、

特別支援教育支援員の皆様も入れて１００名ほどに膨れ上がり、

来年度も教室増によって、教職員が５、６名増加することが見込

まれることから、年休補助や出張補助によるそういった、現在は

指導方法工夫改善はいませんが、教務補助とかいう立場、県費の

職員を配置願えたらと考えております。 

 物、人の観点からお話しましたが、物についてはもう少し詳し

く御説明します。職員の駐車場がありません。南しょっとセン

ターに現在５台ほど停めさせていただき、南しょっとセンターに

も迷惑をかけております。プラス５名ほど人員が増加されると

いったようなことを鑑みますと、職員駐車場を整備していただき

たい。校舎横の現在停めているところに鉄骨で３階建てぐらいの

スーパーにあるような駐車場ができないか。それから、児童数に

見合った数の本がありませんので、第２図書室の新設置。それか

ら、３つ目は図工室の設置、５年間ほど図工室がないため、電動

のこぎりなどは廊下でやっているような状況で本当に子どもたち

がかわいそうです。図工室を設置していただきたい。それから、

１，６００名近くいるのに保健室は福津市の小さな小学校の保健

室よりも狭いぐらいです。保健室の拡張、もしくは、西棟などに

新設できないかといったことです。 

 続きまして、プールはもう入れません。今後このことにつきま

しては、プール跡地をうまく利用して校舎を建てるとか、そう

いったところを考えるべきではないかと思います。 

 あとは、信号機の設置をということで、登下校時、大変密にな

りますので、西門付近に信号機の設置を、こちらは市ではありま

せんが、そういったことをしながら子どもの安全にも努めてまい

らなければならないと思っているところです。 

 ざっとですが、物・人、そういった観点から少しお話をさせて

いただきました。 

 以上です。 
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 大嶋教育長：ありがとうございました。 

 続きまして、福間小学校網谷校長先生お願いします。 

  網谷校長：よろしくお願いいたします。 

 福津市が海の近くで、いろんな開発もあって便利で、皆さん夢

を持って福津市に引っ越して来られているのではないかと思いま

す。そんな中で、学校に行ってみたら、毎日運動場で昼休み遊べ

ないといったことでは、やはり夢を持って引っ越して来られた方

の、教育に関する夢をつぶしてしまうんじゃないかなと私は思い

ます。やはり夢のある学校、夢のある福津市であってほしいなと

願っています。 

 本校は過大規模校で、３つの点からお話をさせていただきます

が、私は９月１３日付の教育懇話会から出されている追加答申の

３ページ目にも書かれてあるとおりではないかと思っておりま

す。 

 １つ目は、教育活動でやはり子どもたちが不利益を被っている

ということです。小学校は月曜日から金曜日まで全部で３０コマ

の授業を行います。それに対して通常学級が今３３クラス、そし

て、特別支援学級が１１クラスあります。ということは、１週間

に１回も特別教室が使えないということになります。当然、図書

の時間も通常の学校であれば週１回できるところ、過大規模校で

はできなかったりという現状があります。今言ったのは特別教室

の制限ですね。 

 同じように体育館の制限もありますので、雨が降ったらもう体

育はできないということにもなります。特に今はコロナ禍で、多

くの子どもたちを一遍に体育館に入れることができませんので、

本当に体育館が使える頻度というのは少ないです。 

 休み時間は、運動場や、冒頭申しましたように図書室の制限が

かかっておりますので、体力の低下もありますし、また、静かに

過ごしたい子どもたちの居場所もありません。本を読むほうが好

きという子もいますが、そういう子たちが教室のざわざわした中

で、他に行くところがないという状況があります。 

 それから、やはり子どもたちの出番の少なさ、１学年が６クラ

スも７クラスもありますと、なかなか子どもたちの出番も少ない

です。 

 タブレット授業を現在始めているところですが、これも４クラ

スを一斉に、家庭とオンラインでつなぐことはできませんでし

た。キャパの問題だと思うんですけれども、２クラスはできまし

たが、３クラス目になると音が途切れ、４クラス目は入れません

でした。というように、新しいスタイルの授業にも支障が出ると

いう問題があります。 

 このように過大規模校の子どもたちは、同じ義務教育で、様々

な不都合が生じているのではないかと思っています。 

 ２点目は、教職員の疲弊です。時間割などに関してですけれど

も、時間調整とか、教室の調整にすごく時間がかかります。学校
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現場というのは様々な行事が入ってきますので、どうしても毎週

毎週同じような時間割というわけにはいかないんですが、そのと

きにこのたくさんの学級数を調整するのはとても難しいし時間も

かかります。６クラス、７クラスになってくると学年主任の負担

も相当大きいものであります。生徒指導事案が増えるとか、ま

た、不登校やコロナ不安で出席停止の子たちへの学力保証等もあ

ります。そういうことで、先生方がとても疲れているなと感じま

す。 

 例えば、教頭の複数配置が２７学級以上です。では４０学級以

上だったら３人になるかというと、そういう規定はございませ

ん。つまり２７学級以上ぐらいの学校しかやはり国は想定してい

ないのではないかと思います。同じように、養護教諭複数配置も

複数になるのは８５１名からです。１，０００人超えたら３人に

なるということは決まっておりません。１，０００人を超える学

校はほとんどないのではないでしょうか。事務職員の複数配置は

２５学級以上です。それから、栄養教諭は５５０人以上に１人配

置されます。これも１，０００人超えたら２人になるということ

はありませんので、栄養教諭は本校で１，２２６人の子供たちの

栄養を管理しております。１人でです。アレルギー対応もかなり

の数の児童に対応していますので、その子たちの対応も栄養教諭

が１人ですることになります。給食費の未納者も少なくありませ

ん。事務室ではそういった家庭への対応もあります。また、慢性

疾患で注意を要する児童が５％近くおり、養護教諭が対応してい

ます。ひきつけだったり、心臓病であったり、てんかんであった

り、子どもたちの状況を把握し対応する必要があります。対応に

何かあればとても危険ですので、やはり疾患のある子どもを無理

なく把握できるくらいの学校規模になってほしいなと思っており

ます。子どもの母数が大きく、案件がとても多いので、丁寧に対

応したいとは思っているんですけれども、なかなか難しいです。 

 同じように教職員も、教職員一人一人を管理職として丁寧に対

応していきたいと思っているんですけれども、面談するだけで精

いっぱい、１人１５分の面談を取るだけで、面談の所要時間は１

５時間です。それを３回面談するんですが、ゆっくり聞いてあげ

たい先生方の対応がなかなか難しいです。というのが２番目で

す。教職員が疲弊しているということですね。 

 ３番目は、危機管理の点です。やはり児童の安全確保がとても

難しいなと感じます。制限をかけても、やっぱり運動場で密に

なっていたりとか、昇降口でたくさん人が集まったりしている中

で、子どもが大きなけがをしないかなというのが一番心配です

し、また、災害等が起こったときに避難がどうなるのかというの

はとても心配しているところです。 

 要望については、三宅校長先生が大分言ってくださったんです

けれども、やはり子どもの数が多い、先生が疲弊する。そして、

教育環境が整わないので、ぜひ先生の疲弊に対しては人を増やし
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ていただきたいですし、子どもの不利益に関しては、例えば特別

教室を全部２つずつにすると、校舎を建てなくてはいけなくな

る。そうするとまた運動場が狭くなっていくんですよね。何かど

ちらも取れないというか、それがとても難しいところだと思って

います。それを解決するには、一刻も早く学校を建てていただく

しかないのではないかなと思っております。以上です。 

 大嶋教育長：ありがとうございました。 

 それでは、続きまして、津屋崎小学校有馬校長先生お願いしま

す。 

  有馬校長：今、福間南小学校、福間小学校からいただいたような状況という

のは本校でもありまして、しかしこうやって聞いていると、大規

模校である本校は、そちらに比べると、まだ少しいいほうかなと

思うような状況です。福間南小と福間小の２校は厳しい状況で

す。 

 それで、本校でさえも、例えば運動場に関しては全員が毎日使

うということはできません。現在コロナ禍で制限をかけています

けど、保護者が集まったりするときでも、運動場には車を停めら

れませんので歩いてきてくださいとお願いしています。それから

委員定例会に関しても分散して行うしかない。運動会でさえも全

員が集まるのは無理だという状況になっていますし、教室も図工

室がない状況です。 

 今後、校舎の増設をしていただく計画にはなっていますけれど

も、令和８年度の１，１００人を超えますと、そこもすぐにいっ

ぱいになるという状況の中でやりくりをしているところです。職

員室も、新たな先生を入れますと、もう机を置く場所がないの

で、来年度はまた職員室の拡張をしていただくようになっていま

す。本校でも既に、もういっぱいいっぱいで、様々なところで限

界を感じているところです。そこから考えますと、いわゆる過大

規模校といわれる学校については、もう限界を超えていて、職員

の指導力の向上とか、または、運営面の工夫では、もう何ともし

がたい状況なんですね。それで、新設校は、当然のことながらす

ぐできるわけではないので、それができるまでの間、最短でも令

和８年度または９年度ですね、その間の対応をしっかりやってい

ただきたいというところを、現在強く願っているところでござい

ます。以上です。 

 大嶋教育長：ありがとうございました。 

 それでは、福間中学校竹原校長先生お願いします。 

  竹原校長：教育長、口頭だけだと少し分かりづらいと思うので、教育委員の

皆さんへ資料を準備しました。配付してもよろしいでしょうか。 

 大嶋教育長：お願いします。 

  竹原校長：人数としては、中学校は小学校３校よりも断然少ないんです。た

だ、学年が３学年しかありません。だから、１学年の人数はすご

く多い人数になるということを御承知ください。それと、福間南

小と福間小から子どもたちが進級して上がってきますので、その
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ままにしておけば、すぐに中学校が過大規模校になるということ

はもう御存じのとおりです。それで、さまざまなことが考えられ

ていますが、それが可能かどうかということと、新設校の早期着

手を切に願っているところです。 

 現状の課題を４点にまとめて出しています。詳しく説明したい

と思いますので、資料を見ながら聞いていただければと思いま

す。 

 先ほど、三宅校長先生が言われた教育の機会均等です。中学校

に関しては、教科担任制で実技科目がございます。特別教室が必

ず必要になりますので、今、新校舎を建築していただいて、理科

室が３と音楽室が２という特別教室を準備していただいているん

ですけれども、もう令和５年度には仮設の校舎を建て始めない

と、令和６年度の生徒数増加には間に合わないということになり

ます。 

 先ほど有馬校長が言われた令和９年度ぐらいに新設校が建った

としても、それまでの間、子どもたちが増え続けるわけですか

ら、もう専門的な実技指導をする場所がなくなります。 

 先ほど、体育ができないという話がありましたけれども、今で

も難しくなってきており、雨が降るともう場所がありません。保

健をすればいいじゃないかと言われる方がいらっしゃいますが、

年間指導計画というのが決まっておりまして、やはりそれを適宜

こなしていかなければならないので、実技技能教科については授

業をする場所がないということになります。 

 それで、仮設の校舎を建てるにしても、特別教室が必ず必要に

なってくるということになります。 

 それに伴って子どもたちは、受験に大きなリスクを抱えること

になります。実験ができない、実技ができないということになる

と、受験科目によって大きな影響が出てきます。その※印のとこ

ろですね、特に高校入試の理科の問題の中に、実験に関する問題

が出されることがあります。その問題に関することを体験してい

ないと、問題を解きにくいということになります。 

 さらに中学校は部活動というのがありまして、今そこに令和３

年度の部活動の数を書いています。文化部まで入れて１２です。

一番多いところで９０名ぐらいおります。３年生まで含めての人

数ですが、この人数で部活動をしなければいけないということに

なります。吹奏楽部はもう楽器が足りない。テニス部はテニス

コートが２面しかないので、横の駐車場まで出て、テニスをして

います。グラウンドも非常に手狭なので、日によって休みの交代

制を取って、順番でグラウンドを使用するという形を取っていま

す。体育館も一緒です。中体連についても、競争率が上がってい

いじゃないかと思われるかもしれませんが、例えばサッカー部が

５７人いるとして、そのうちに試合に出られる者は１１人です。

残りのメンバーは出られないということになります。そういった

チャンスが減ってくる、活躍する生徒数が限られるということで
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す。 

 ２つ目が、学校経営上の課題です。中学生は思春期でもありま

すし、非常にデリケートな時期です。なので、すごく思い悩んだ

りして学校を休む子もいます。そのときに、担任、それから、生

徒指導が家庭訪問等をしながら、養護教諭も絡めて教育相談を行

うんですけれども、きめ細やかな指導を行うことが非常に困難に

なります。人数が多くなればそのような子どもの数も増えてきま

す。ですが、教員の数はそんなには増えません。対応するだけで

も手いっぱいになります。できるならＳＳＷと、それから、ＳＣ

を常駐していただきたい。福津市に関して全ての学校に常駐する

と、少しは教員の負担がなくなるのではないかなと思っていま

す。さらに教員の人数が増えますと連絡調整が取りづらいです。

１つの事案が起こったときに、学年の職員が１回１回集まるとい

うことが、もう非常に難しいです。現在工夫しているのが、学年

で先生方が１８人ぐらいいますから３つぐらいに分けて、そし

て、その中でリーダーをつくって、連絡するということを実施し

ていますが、それでもなかなか厳しい状況です。これはつまり子

どもの命にも関わってきます。また、人数が多いと朝の欠席連絡

で電話が詰まってしまう状況もあります。そこで考えたのが、保

護者の方に「今日は熱があるため休みます。」等の連絡をホーム

ページに打ち込んでもらう方法です。入力していただくことで欠

席連絡として取り扱うという取組を現在テストしております。子

どもが自分で打ち込んだりする可能性もあるので、そういった対

応については、折り返し家に電話して確認を取るようにしていま

す。もうそれだけでも、朝の１０分から１５分の間、副担任や担

任は本当にばたばたしています。子どもたちの命に関わることで

すので、生徒数が増えればそれだけ、そのことがより多くなると

考えています。 

 さらに、近年、身体的に留意すべき子ども、それから、不登

校、問題行動、家庭的な問題を持っている子どもの人数が増えて

きています。コロナ禍でこういった生徒の数もさらに増えてきて

います。今年度９２３名ですけれども、これ以上増えると学校と

して、校長として、責任が持てるのか危惧しています。 

 それから、※印の４つ目ですね。通常学級における支援を要す

る子どもたちがいます。これは令和２年度のデータですが、中学

校に入ると高校進学を考えて、特別支援学級に入らずに通常学級

に在籍をする子どもたちがいます。それでやはりその関係で、通

常授業をする場合に、その子どもたちへの支援を手厚くしなくて

はいけません。人数が増えると、こういった子どもたちの数も増

えてくるということになりますので、Ｔ２とか支援員さんの増員

をお願いしたいと思っています。 

 さらに、先ほども申しましたが、授業の割当てとか調整が非常

に難しくなります。生徒数が令和１３年度には１，８００人を超

えるとなると、このまま学校ができなければ、今９００人で、そ
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の２倍になりますから、２倍になれば特別教室も２倍必要になっ

てきます。 

 新設校だけでなく増築が必要になってきているので、もう現在

の状態でのスタートが遅いんですけれども、本当にできるだけ早

く。今は待ったなしの状況だと思っているところです。 

 裏面を御覧ください。先ほどから先生方の多忙感とか疲弊感と

か言われていますが、本当に毎日すごく疲れてあります。先生た

ちは基本的に真面目です。早く帰るようにお願いしても、やはり

授業の準備もあります。小学校と違う点があり、中学校は部活動

の指導がありますから、部活動の指導が終わった後に次の日の授

業の準備を行います。また、本年度はスタート時点から、教員の

数が３名足りませんでした。それで、お一人で二十何時間という

時数を受け持って授業をしていただいている先生もいらっしゃい

ます。理科の先生は、二十何時間も持てば、実験の準備から片付

けまで含みますので、ものすごく大変です。その中、先生方は本

当に、子どもたちのために本当によく頑張っていただいていると

ころです。 

 それから、中学校は入試があります。願書を書きますが、この

願書も、高校に提出する前に綿密に点検します。この点検作業も

かなりの時間がかかります。２回、３回点検をしますので、人数

が増えるとそれだけ時間がかかることになります。 

 ３つ目です。具体的な教育活動の課題ですけれども、修学旅行

のホテルが取りにくくなります。新幹線にも１回では乗れないの

で、２つに分けて行くような形になります。さらに、福津市では

コミュニティ・スクールを行っていますけれども、このコミュニ

ティ・スクールは、非認知的能力とか、社会力を高める大きな力

となっていますが、それを通常通り、今まで通り開催をするとい

うことが困難になります。体育祭もしかりです。卒業式も人数が

増えると学年の人数が増えるので今までとは違う形になるかと思

います。 

 さらに駐車場の問題、それで、新校舎の職員室も生徒数が増え

ると先生方も増えますのでそのうちに不足してくると思います。 

 私見ですけれども、そもそも学校を建設することが目的ではな

くて、分かっていただきたいのが、どのような教育を実現するの

か、そのために、現在の教育課題をどのように解決していかなけ

ればいけないのかということを、しっかりと持っておかないとい

けないと考えています。そのために必要なこと、どの学校種がい

くつ必要かということを明確に示していただき、そのあとに場所

とか、校区とか、時間とか、お金の話が出てくるのではないかと

思っているところです。 

 福津市のコミュニティ・スクールは、今年度が新化期というこ

とで、小中一貫教育９年間を見通したコミュニティ・スクールを

進めております。方法はいろいろあると思います。例えば５－４

制を敷くにしても、小中一貫校をつくるにしても、やってみない
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と分からないし、中学校からすると、６年生から教科担任制を敷

いていただくならば、部活動にも、６年生から参加できるような

形にすれば、福津市特有の小中一貫教育のコミュニティ・スクー

ルが出来上がるのではないかなと思います。福津市にとって初め

て実施することですから、先生方とか保護者の方には始めすごく

壁があるかと思いますけれども、可能性を、良さをうまく理解し

ていただき実現可能ではないかと思っているところです。 

 最後に、先日市長のところに行ってお願いしたところ、新設校

は小学校のみと言われました。中学校が３校のままでは、仮に３

校に均等に分かれることができたとしても、すべてが１，０００

人規模の大規模な中学校になってしまいます。部活動の問題とか

受験とか様々な問題、現在の福間中で起こっている課題が、津屋

崎中、福間東中にも起こるということなので、その辺は御理解を

していただいて、小学校１校、中学校１校を、早急に建設してい

ただきたいと考えています。以上です。 

 大嶋教育長：ありがとうございました。校長先生方から学校現場の状況につい

てお話をいただきました。それでは教育委員の皆さんから、ご質

問やご意見などございましたらお願いしたいと思います。 

 青木委員お願いします。 

  青木委員：質問ではないんですけれども、校長先生方が言われていることは

全くそのとおりだと思います。そういった現在のような状況にな

ることは、以前から分かっていたことであり、私たちも、市長に

はずっとそれを言ってきているところです。教育長に私がお願い

したいのは、現場の先生方とも市長は会われてお話をされていま

すが、それでもなおご自身の意見を通そうとされているのは問題

なのではないかということです。 

 先生方の言われていることも本当にそうですし、ここにいらっ

しゃる皆さん全員が、本当に１分１秒でも早く、新しい学校の実

現を願っています。ただ、協議が進まない状況がここ何年も続い

て、教育委員会としても本当に困っています。やはり問題にしな

いといけないのではないかという気がしています。前に進まない

し、これだけいろいろな機関で何度も議論をして、教育的観点か

ら中学校が必要だということになっているのに、中学校は要らな

いというのは問題ではないでしょうか。 

教育長には、やはりそこのところを強く言っていただいて、少

しでも早く進めないといけない、校種や教育の中身については教

育委員会に任せてもらうということで進めてもらいたいと思いま

す。以上です。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。今村委員お願いします。 

  今村委員：私も青木委員も中学校に勤めていましたので、今、竹原校長先生

が言われたことがよく分かります。私が新任のときも大規模校で

して、１学年で１０クラスありました。そうすると、本当に生徒

の顔が分からないし、教育の質を保証することがとても難しくな

ります。例えば、試験問題を作るときも、私は社会科の教員だっ
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たのですが、２人で教えていました。２人で教えているけど試験

問題は共通なので１つなんですよね。交代で作っていたのです

が、私が担当のときは、私が作った問題をもう１人の先生に一応

見てもらいます。やはり私の授業ともう１人の先生の授業は、指

導要領にのっとっていても全く同じではない。問題の公正を保つ

ために非常に大変でした。 

 校長先生方が言っていただいたとおりだと思いますし、本当に

よく分かります。本当に早く市が決定して進めるべきだと思いま

す。皆さん同じ考えだと思います。 

 １校の場合の最善の策としての竹尾緑地案の考え方に私も賛成

でしたが、時間が経過して状況も変化して、小学校も最低１つ、

中学校ももちろん必要という、小・中１校ずつ建設することが解

消・緩和のためにはやはり望ましいと思います。教育懇話会の追

加答申にもありますように、小学校１校・中学校１校の建設をぜ

ひ市として実現してもらうしかないなと思います。財源はもちろ

ん必要です。財源がないかもしれませんけど、必要であればそれ

を何とかするのが市として必要だと思うんですよね。そのための

お願いなのですが、教育委員としては今度市長に会いますけれど

も、校長先生とかＰＴＡの会長さんとか、学校運営協議会の代表

の方などが、要望というか、要求することも必要なのではと思い

ます。学校からの要望というか、保護者、児童生徒の要望という

ことで、改めて市長に要望していただけないだろうかと思いま

す。 

 それともう１つは、議員の皆さんですね。議員の皆さんは議案

として出たものについての議決になるのかもしれないですが、議

会の皆さんにも知っていただく必要があるのではないかと思いま

す。以上です。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。半澤委員お願いします。 

  半澤委員：今日、実際に現場の先生方から、本当の教育現場での声というの

を聞いて、また改めて、やはり一日でも早く学校を建てなくては

という思いに駆られています。また、私も教育委員という立場に

いながら、もう前々から、本当に早く学校を建てる必要がある

と、審議会での審議もしていただいて、教育委員会も一生懸命議

論して、何とか前に進めたいと思う気持ちがありつつも進まない

ということにジレンマを感じていて、本当に非力だなと悔しい気

持ちでいっぱいです。 

 昨年の総合教育会議でも、中学校がどうしても必要だというこ

とを訴えてきたんですけれども、その頃に福間南小、福間小、福

間中と訪問させていただいて、現場の声をいろいろ聞いて、何と

か少しでもできることからということで進めてきたつもりですけ

れども、本当に、学校現場の状況はより一層悪化しているなと感

じました。 

 教育の機会均等というのが福津市では実現されていないのでは

ないかということも感じております。何年か前に「住みよいまち
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福津」ということで周りに良いイメージを持たれていたようです

が、子どもの教育というのは、親にとっては本当に大切な問題で

すので、きちんとした教育なしでは、その住みよいまちというこ

とは外に向かって語れないのではないかと思う気持ちもありま

す。 

 増築してプレハブ校舎も建ったからもうそれでいいだろうとい

う話だけにはならないようにしなければと、今すごく思ってい

て。福津市としては昨年の時点では、中学校１校を建てて５－４

制で小中一貫教育の実現と、小学校の緩和にもアプローチをかけ

てという、１校で小学校も中学校も解決・緩和する道というの

が、総合的に考えて一番いい方法だと思っていたんですが、ス

トップして、時間が経過して状況も変化して、さらなる児童生徒

数の増加で、現在は本当に小１校、中１校はもう絶対に必要だな

と思っています。 

 市長は小学校の建設ということを公約に挙げられているので、

どうしても小学校から建てられたいのかなという気持ちは伝わっ

てくるんですけど、だからといって小学校だけではなく、小学校

と中学校を建ててもらわないと、１，０００人ずつ３つの中学校

に分ければ入るだろうといったような、それは本当に成り立たな

いと思います。今現在１，０００人いっていない状態でパンク寸

前の福間中学校の現状を考えると、３つの中学校がすべて１，０

００人ずつとなってしまうと、福津市の教育は崩壊してしまうと

思います。教育委員会の案として小１校、中１校は譲れないと思

いますし、それがとてもお金がかかってしまうことは承知してい

ますけれども、それは子どもの教育には代えられないと思いま

す。教育委員会は、子どもたちの教育の実現のための機関なの

で、そういった教育委員会としての立場を保った意見を貫く必要

があると思っています。 

 それから、このようにいろいろ話していく中で、実際に子ども

さんを学校に通わせている保護者の声というのがどのようなもの

があるのか、各学校の先生方が本日いらっしゃっていますので、

保護者から直接挙げられている問題点だとか、悩みとか、そう

いったものを具体的に聞かせていただけたらと思っております。

後ほど伺ってみてもいいでしょうか。よろしくお願いいたしま

す。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。農﨑委員お願いします。 

  農﨑委員：私は６月から教育委員になったので、これまで皆さんが市長と一

生懸命話し合ってこられた内容は、すみません、詳しくは存じ上

げてないのですが、子どもが学校に通っている保護者として、子

どもたちが昼休みに、体育館や運動場が、毎日は使えないとか図

書室も交代制とか、そういった状況をお聞きしています。コロナ

禍でもあるので先生方はどんなに大変だろうかというのはずっと

思っていましたが、先程からのお話を聞いていて、それを聞かれ

ている市長が、なぜ小学校だけと言っておられるのか、本当に不
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思議なんですけど、ＰＴＡの皆さんや先生方も行かれているのに

市長のお気持ちが変わらないとなると、あとは何ができるのだろ

うと考えていました。保護者の皆さんももっと現在の状況を知っ

ていただく必要があると思います。今後、福間中が１，８００人

を超えることや、南小、福間小もさらに増えること。そしてやは

り、中学校が抱える課題、高校入試に関する課題というのは、そ

れを知って衝撃を受ける保護者の方がたくさんいらっしゃると思

うんですね。そういったところをできるだけ、保護者のみなさん

に周知していくしかないのかなと考えていました。その声を市長

にも伝えることができないだろうかと思いました。 

本当に不安に思っている保護者の方がいっぱいいらっしゃると

思います。大変な中、先生方も子どもたちのために、本当にがん

ばってくださっていますので、教育委員会もがんばりたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。校長先生方と、教育委員の皆さんからお

話をいただきました。何かございますか。三宅校長先生どうぞ。 

  三宅校長：今回、教育委員の皆様との意見交換の話を聞いたときに、最初私

はこの会に意味はあるのだろうかと思ったんですね。というの

も、教育委員の皆さんがおっしゃったように、総合教育会議と

か、ここ数年の議事録、本当に分厚いものを、私は目をとおしま

したが、教育委員の皆様はもうすでに、現場のことを十分に理解

していらっしゃる。読んでいて、本当にすごいなと思いました。

特に昨年度、令和２年度の数々の議事録に目を通すたびに、教育

委員の皆さんは、本当に、学校のことを理解してくださってい

て、それをいかに市長に訴えているかが本当によく分かりまし

た。ただ、私たちは県の職員でありまして、校長として長い人で

２、３年、もしくは１年かもしれない任期、それでも私たちは責

任があって、どうしても子どもたちを守るために一生懸命なんで

すよね。職員も守らなくちゃいけない。それで、そう考えたとき

に、先日どこかの高校が、何かの科を新設するのに、生徒会とか

が行政に訴えたみたいなそんなニュースを見て、こういう取組が

あるのかと思いました。本校にもいろんな議員さんが訪れており

ますが、先ほど今村委員のお話にもありましたとおり、やはり地

道に教育委員会で、議員さんにも粘り強く伝えていくとか、第三

者の委員会とか県に訴えるとか、何かそういうような違う方法論

で話していかないといけないのかなと思います。私たちだけが話

してもらちが明かない。名案というのはなかなか難しいし、私は

いち校長としてそんな名案は兼ね備えていないので、この５、６

年の間、新設校ができるまでの間、学校が存続することができる

対応を切にお願いしたい。新設校の話と同時進行でこの現状をど

う打破していくかといったところです。教育長にお返しします。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。青木委員。 

  青木委員：いま三宅校長先生が言われたように私も同感です。第三者機関か

ら言ってもらうような手だてがないのだろうかということを考え
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ています。教育委員会として、これまでも本当に一生懸命がん

ばってきましたが、それでも進まないということは本当に異常事

態なのではないかと思っています。本当に悔しい思いです。時間

が経過すればするほど、学校は本当に大変なことになるし、先ほ

ど校長先生もおっしゃられましたように、交通事故の問題だと

か、あるいは、いじめの問題とか、そういったことが起こる懸念

があります。そしてさらに、先生方が過労から体調を崩されると

いうことも絶対にあると思いますし、保護者の方々からどうして

学校ができないのかとお尋ねも、校長先生方は矢面に立たされて

いると思います。教育委員会としてもただ訴えを叫んでいるだけ

で進めることができず、本当に悔しい気持ちでいっぱいですし、

学校現場におられる先生方が必死で踏ん張ってくださっていると

いうのが本当によくわかります。とにかく今は、そのことを教育

長から伝えていただくしかないという気持ちです。以上です。 

 大嶋教育長：半澤委員お願いします。 

  半澤委員：今、青木委員が言われたように、何かそういう権威のある方から

の一言というのはもちろんそれができたら一番いいなとは思うん

ですけど、私が考えたもう１つの方法は、先程言われた方法が

トップダウンだとしたら、ボトムアップ。ＰＴＡとか保護者と

か、親御さんの声を届けるというのはどうかと思っていて、やは

り市民の声を聴くということを市長はすごく大事にしているとい

つも言われていますので、私たち教育委員とか校長先生よりも、

保護者の方々が、学校がとても大変なので何とか学校を建ててく

ださいと動かれた場合、例えば署名活動とか、そういった動きを

無視することは市長としてできないんじゃないかなということを

思いました。ただ問題は、その小学生・中学生、今現在学校にい

る方たちは学校が建つときにはもう卒業されていると思うので、

それを先頭に立ってやってくださるような方がいらっしゃるのか

というところです。皆さんお仕事されていたり、忙しいと思いま

すので、その声が実際に集まるというのは現実問題難しいのかな

とも考えていました。それでさっき、保護者の声はどのような感

じですかという質問をしたいというお話をしました。そういった

方法で訴えていくというのも１つの方法なんじゃないかなと思っ

ています。 

 大嶋教育長：堀田課長。 

  堀田課長：文化財課の立場から一言お話しさせてください。先日、９月上旬

ですけれども文化財課の事業のことで市長と話をする機会があり

ました。その中で市長に、学校を２校つくるという話が出ており

ますが２校つくるにあたり文化財課としては、人手が全く足りま

せん。現在開発すると言って申請に来ている事業者も人手が足り

ないため来年度に追い送っている状況です。これで２校建てると

いう話になれば人手がさらに２人は必要です。教育委員会の昨年

度までの考え方である竹尾案だったら、私の見込みではこのまま

何とか現在の人員で乗り切れるんじゃないかと思っていました
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が、ここで２校という話になるとその見込みも変わりますという

ことを正直に話しております。 

 たびたび先程のお話の中にも出てきましたけど、前回の資料で

は令和９年度を目指すと書いておりましたが、職員採用などを考

えたらそう簡単にはなかなかいかないのではないかと思っており

ます。 

 何とか早く進めたいんですが、文化財課の立場としては本掘に

どれだけの時間がかかるのか分かりませんし、細かい場所が分か

らないと何とも言い難いですが、厳しいところがあるというのは

少し御理解いただければと思います。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。ほかの立場からはございませんでしょう

か。 

  今村委員：１ついいですか。 

 大嶋教育長：今村委員。 

  今村委員：青木委員が言われることもよく分かります。しかし、その前に半

澤委員が言われたように、まずは福津市の中できちんとしておか

ないと別の立場の方も動いていただくのはなかなか厳しいのでは

ないかと思います。それと、今いる生徒は実質恩恵を被るわけで

はないんだけれども、自分の子どもさんがそういった大規模校、

例えば中学校だったら１，８００人もいる学校に行った時にどう

なるだろうかという想像力を働かせていただいて、動いてもらう

のは今の保護者じゃないかなと思います。以上です。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。 

  青木委員：先ほど第三者機関にと言う話がありましたが、今まで何年もこの

件に関わってきて、保護者へのアンケートもありました。審議会

での審議もしていただきました。各学校の学校運営協議会への説

明もしました。それで、総合教育会議もしてきました。もういろ

んな方法も検討もしてきました。だからもうおそらく、こちらが

することはやり尽くしているのではないでしょうか。それで、保

護者の話もありましたが、保護者の立場からすれば、それは教育

委員会や市長の仕事ではないかという風に思われるんじゃないか

と思います。どうして教育委員会があるのに学校ができないのか

と。先生方の負担も増えることも避けないといけないし、それか

ら、そういう活動をしてくださった方が反対意見の方の標的に

なってしまうことがあってはいけないと思います。保護者の意見

とか子どもの意見というのは集約して昨年も出されています。こ

ちらがすべきことはやり尽くしていると思います。教育委員会が

しなければならない仕事だから、それを丸投げするような形には

賛成できないです。 

  今村委員：丸投げはだめですが、今までの経過はきちんと説明しないといけ

ないのではと思います。教育委員会としてやってきていること、

それから、学校、校長先生をはじめ先生方がしてきていただいて

いることはきちんと説明した上で、保護者の皆さんの方で、何ら

かの動きがあるならばということです。教育委員会から動いてく



17 

 

ださいとお願いするという意味ではありません。現状の説明、教

育委員会は何をしているんだと思われていることに対して、きち

んと、こちらがしてきたことの報告はすべきじゃないかと思いま

す。 

  青木委員：保護者の皆さんの思いを受けて下さるといいのですが。 

  半澤委員：昨年のアンケートも採り方が悪いと言われて、もうなかったかの

ようになっていますよね。貴重なご意見をたくさんいただいてい

るのですが。 

  今村委員：竹尾緑地の危険性に触れていないので公平じゃないというふうに

言われていました。 

  青木委員：昨年の総合教育会議でも「より重要なのは未来の保護者、未来の

子どもたち」ということを言われましたけど、あの発言はとても

残念でした。今の子どもたちや保護者のことはどのように考えて

あるのか。 

  網谷校長：質問してもいいですか。自分は福津市に所属しているいち校長

で、そして、教育委員会の下で働いていて、こういった話を職員

にしていいのかが分からないし、ＰＴＡにもいきさつなどをいち

校長が話していいのかなという迷いがあって、今まで話せていな

いことがあるんですけれども、竹尾緑地の５－４制の話が出てい

たけど実はそれはもうなくなったというか反対があって、今、全

く進んでいないという話を先日初めて学年主任にしました。今、

学校建設問題が止まってしまっているというのを初めて話したん

ですが、私たち校長が、職員やＰＴＡに、どこまで話していいの

かというのがちょっと自分も分からないので、そのことを質問さ

せていただいてもいいでしょうか。なるべく私見を交えないで事

実だけを話さなくてはとは思っているんですけれども。 

 大嶋教育長：難しいですね。 

  農﨑委員：教育委員会としては出せないのでしょうか。知らない保護者がた

くさんいるので、多くの皆さんに知ってほしいなと思います。校

長先生の名前で出すようなことでもないですよね。ホームページ

はみんなが開いて見ていただけるわけでもないと思うので、何か

しら発信できたらと思いますね。 

  今村委員：教育長や事務局が決められることだと思うのですが、時系列で経

過を説明することは構わないのではないかと思いますが。 

  青木委員：例えば、一般の方も議事録を読むことはできるんですよね。だか

ら知ってある方もおられるので、校長先生方もご存知の状況を話

すことはいいと思います。 

  今村委員：私もそう思います。 

  青木委員：職員の皆さんと保護者のかたがそういった現状を知っていただく

ことは必要だと思います。子どもさんが学校に行かれていない市

民の方で、学校建設に関心がある方は少なくて、子どもの数がそ

んなに増えているのかぐらいの認識の方がほとんどだと思いま

す。学校問題のことをよく知らない方々に現状を知っていただく

ためにも、話していただいていいのではと思います。 
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  今村委員：議事録も公開されているので、事実を説明することは問題ないの

ではないでしょうか。 

  青木委員：そうですね、議事録も公開されていますから。私も議事録のこと

で、一般の市民の方からいろいろ聞かれたりすることはありま

す。 

  今村委員：風通しはよくしていたほうがいいと思います。もちろん何もかも

というわけではなくて言える範囲はあるでしょうし、個人的な批

判などは駄目でしょうけど。 

  青木委員：でも、なかなか議事録を見てある市民の方は少ないのではと思い

ますが、それに載っていることを先生方がかいつまんで説明され

る分には問題ないと思いますね。もう知ってあること全部でいい

と思いますけど。 

  今村委員：教育長どう思われますか。 

 大嶋教育長：そうですね。 

  半澤委員：いま聞かれた主旨は、市の中で教育委員会と市長部局で話がうま

く進んでいないことについて、それをその配下である職員にどこ

まで話していいのでしょうかといったことではと思うんですけれ

ども、現状として行き詰っていて、もうずっと動けない状態でい

るということは確かですし、教育委員会のホームページで全部議

事録とかも公開している以上は、その内容については秘密のこと

ではないので、それを、客観的に伝えていただくことを大切にし

て、先生たちが判断を正しくしていただけるようにお伝えいただ

ければと思います。 

  青木委員：竹尾緑地案には予算をつけることはできないと市長に言われたの

で、それで事務局も、他の候補地も含めての検討案を改めて複数

つくって、議論しているような状況です。 

  三宅校長：半澤さんがおっしゃったとおり、職員に言うのは、学校建設は現

在行き詰っていて、現状は白紙ですとしか言えないかなとは思い

ます。 

 あと先日市長とお会いしたときに、人とか物のお願いをする前

の冒頭に学校運営協議会会長と父母教師会会長からこんなお願い

がありますということを伝えました。学校建設の協議が平行線で

すけど、現時点での市長の見解を文章でいいから返答をいただき

たい。それから、市長と本校ＰＴＡによる新設校に関する意見交

換会を昨年度開いたが、市長の再選後新設校に関する動向の情報

発信が全くない。ＰＴＡ役員として市長に直接会って話を聞きた

いがお会いできるでしょうかと、その現時点での学校建設問題が

行き詰っていて現状としては白紙というところの経過を伝えても

らえないかというか、そういうお願いを教育長も言ってください

ましたが、市長にお伝えしました。それから、現時点での見解、

昨年度大分頑張っていますよね、ＰＴＡアンケートをとったり要

望を書いたり、学校運営協議会の皆さんも同じです。 

 大嶋教育長：はい。ありがとうございます。 

  青木委員：今、教育委員会としては、中学校１校、小学校１校ということで



19 

 

案を絞って、それを市長に申出として出すことについては言って

いいでしょう。 

  水上部長：はい。 

  青木委員：他の案も含めての検討をしないといけなくなったけれども、その

ままではいけないので、現在小学校１校、中学校１校の予算を何

とかしてつくっていただきたいという要望をまた挙げていく予定

です。 

  竹原校長：私も運営委員の先生方には、以前、伊藤教授が教育懇話会で出し

ていただいた資料等と併せて、学校が抱える課題について私がま

とめた資料のもう少し簡単なものを学年主任等の先生方、それか

ら、教頭、主幹教諭などの先生方には説明したんです。ただ、先

生方もその先が分からないんですよ。聞いて共通認識はできたけ

ど、そこで私たちは何すればいいのか、保護者に話すのか。そこ

は、市とか議会のお仕事じゃないのだろうかという話もありまし

た。確かにそうです。ただ、この事実だけは先生方も知っておい

てくださいと伝えております。 

 それともう１つは、先ほどからお話があるように、保護者の皆

さんも大半の方々はこの現状を知らないんですよね。それで、声

を挙げていいかどうかも分からない。そういうことを思う方がた

くさんいらっしゃるという状況があります。 

  青木委員：やはり中学校が要ると考えています。竹尾緑地案のことを言われ

ている方々もおられますけど、市長の考えとは違うので進まない

です。教育委員会も事務局も、目標に向かって進めていますけ

ど、これまでどんなに調べて資料を用意しても本当に進まない。 

  半澤委員：竹尾緑地案はいったん保留となって、改めて代替案をもう１０個

以上も出して、パターンごとの児童生徒数の推計やその場合の校

区や、市が進める教育の実現性等の比較表も作って、本当に様々

な可能性について検討してきています。事務局も検討案の資料を

改めて作り直して、教育長が市長と協議していただいて、市とし

ての方針決定後は予算要望を挙げないことには進まないから、そ

こに向かって一丸となって進んでいたんですけど、ここにきて小

学校だけという話がまた浮上してきたので、本当に心が折れそう

な状態というのが現状です。保留になったからといって何もして

いないわけじゃないということを知っていただけたらと思いま

す。 

  竹原校長：先日の市長との意見交換で、網谷校長は別の案件があったので、

３人で、教育長と部長と一緒に話をさせていただきました。その

中で予算の話もありました。そういった予算の話でお金と時間の

ことを考えると竹尾緑地案ではないのですかというお話をしまし

たら、そこに関しては公約で竹尾緑地には建てないと言っていま

すからと言われました。 

  半澤委員：校長先生方は、学校現場のことだけでも手いっぱいでいらっしゃ

るのに、校長先生方が動いていただかなければいけない現状とい

うのがイレギュラーだし、本当に教育委員会の一員として、大変
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申し訳なく感じています。 

  今村委員：本当に申し訳ないです。 

  半澤委員：しかし、いろいろな動きを周りにアピールするということもすご

く大切なことなので、私たちももちろん教育委員会会議の場で訴

え続けていきますし、校長先生が動いていただいたことも後々残

すべきだと思います。 

  竹原校長：市長とお話ししたときに保護者の方々にも自分が説明に行くと言

われました。 

  半澤委員：その場合教育委員会というものを完全に無視した発言をされるの

はちょっと困りますね。教育の内容に関しては教育委員会で、市

長部局は予算に関することという流れのはずなので。 

  青木委員：あと何年後に新設校が建つという目標が言えなくなったこと、先

が見えないのが本当に苦しいところです。 

  竹原校長：校長としてもお願いしたのは、小学校１校、中学校１校、とにか

くそのゴールを示して見通しを持たせてくださいということで

す。 

  今村委員：本当に見通しが大事ですよね。 

  青木委員：審議会の答申についてもどれぐらい受け止めてあるのだろうかと

いうことも考えます。専門家のかた、それぞれの立場からなって

いただいている委員の皆さんが審議して、この答申を出していた

だいているのに、簡単にはねのけることはできないはずです。 

 大嶋教育長：本日改めて皆さまから非常に貴重な御意見をいただきまして、１

つはやはり保留の状態で止まっているという形で、なかなか保護

者の方にも伝えることができていない状況というのもありますの

で、やはり教育委員会としては、公式的な立場としての教育委員

会の方針をいかに示していくかというところであると思います。 

今まで、それに向けての検討を重ねたり、複数の候補地におい

て改めて検討案をつくったりしてきておりますし、教育懇話会か

らもしっかりした答申をいただきましたので、教育委員会での方

針を定めて、そして、それを市の方針を決定する機関である庁議

というところに挙げて、そこで市としての結論を出すというとこ

ろに持っていきたいと思っております。そうしない限り、教育委

員会の方針、あるいは、今どういう状況になっているのかという

のがなかなか、保護者を始めとした市民の皆様とか学校関係者の

皆様に伝わらないと思いますので、そこにまずは全力を注いでい

けたらと思っているところです。 

 校長先生方からお話しいただいた学校現場の悲痛な声、そして

これまでの経緯のなかで教育委員の皆さん方のお気持ちも、本当

に、今日はしっかり出していただきましたので、そういったもの

を全て含めた形で、市長に持っていければと思っております。ま

とめにはなりませんけども、子どもたちや先生方にとって、少し

でもよりよい教育環境を実現するということ、これが一番重要な

ことだと思っています。そのために、教育委員会として、できる

限りのことをしていかなければならないと思っております。教育
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委員会としてその教育環境整備のための予算措置を要望し、公式

的な市の方針としてそれを進めていきたいと思っております。 

  網谷校長：今後、市の校長会でも話し合いながら、福津市の校長全員の問題

として考えていけたらと思います。 

  三宅校長：教育長を始め教育委員会から、市の校長会の折に話していただけ

たらと思います。 

 大嶋教育長：ありがとうございます。 

  青木委員：校長先生方、また何かお困りのことがありましたら、教育委員会

へご意見を挙げていただいて、私たちはできる限りの対応をして

いきたいと思います。増築校舎というか臨時の校舎の件も進めて

いかないといけないので、こうしてもらいたいとか、こうしたほ

うが良いとかいう要望等ありましたら、ぜひこちらに要望として

挙げていただきたいと思います。 

 大嶋教育長：どうぞよろしくお願いいたします。それでは、本日の協議、意見

交換は終了したいと思います。 

 

４ 日程第４ その他 

 大嶋教育長：それでは、日程第４、その他の事項について事務局からお願いし

ます。 

  笹田係長：教育委員の皆様に今月のスケジュールについてご連絡します。近

い日程ですが、明後日、９月２９日水曜日９時半から、教育委員

会の定例会を行います。この別館大ホールのＡＢの部屋で行いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。以上です。 

 

５ 日程第５ 閉会宣言 
 大嶋教育長：それでは、日程第５、以上で本日予定されていました議事日程は

全て終了しましたので、これで令和３年第１１回福津市教育委員

会臨時会を閉会します。本当ありがとうございました。 
 


